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わが Ilil の木材?~'Jtlは;I~ 々増加してきたが，特に最近は木材パルプコ:J，の発展とともに急激に需~の皮を

たかめてきたJ その結果，森林の{1(;t表面積は増加し，ともすれば乱伐におちいりやすい状態となったっ林

野庁ではその弊;与を防ぎ木材の増l主を計るために，林水の品種改良と優良外rQ t'M種の導入の ~'I・耐をたて，

その試験研究を実施するとともに，実用化を計っている〉ユーカリの導入試験もその一環として実殖され

ているのであるが，出去においては主として造林学的式験が行われたハ今後は育種学的立場も加味されて

試験liJ!究が実施されることが沼ましいと考えている このTI":味において筆者らは育種学((1立場から，ユー

カリ種子の特情aについてのf充を試みた。 J;~j知のとおりユーカリの種子はきわめて微細であり，種子である

か，ごみであるかさえ区別できないほどであるの

飯塚氏 (1933) は E. robusta の種子について，八重倉11: (1954) は発]ニカについて，防(川氏 (1954 ，

1956) はユーカリ h元 10 種について， M! 究結果を発ヨそしているが，わが !lil におけるユーカリ 1:元種子にWJす

る研究は比市創刊少ない。筆者らは 14 種の種了ーについて，それぞれの特性を明らかにしたのでここに被告

する。

この実験をおこなうにあたり，種々御Jl)J言をいただいたJ~林技官;{jj!l iJ\~~;雄氏および御助力いただいた政

林技官吉筋正二氏， n可染郷正孝氏，同川添必氏，同川述公弘氏，西村五月氏，黒木富生氏，長友絞氏

その他の研究室の諸君に深謝する。

材料および実験方法

実験に{I;QJIJ した種子は 1954 年，主として阿山市山部屋を通じて!舵スした比の 14 種である。種名につ

いては苗固において前木を仕立て，その真偽をたしかめた。

学名 手口 名

1. E. citriodora HOOK. レモンユーカリ

2. E. 問。culata HOOK. カゴハ〆ユーカリ
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種
Species 
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ゐ1) 1 表稔性および
Table 1. Characteristics of 

稔性種子
Th巴 fertile seed 

形状 色彩 l 光沢種皮 F民j乙 i CJ52Fof 
Sh勾巴 Colour i Luster i Seed coat J.' hiî~n~ J. '-'vhii~~' 

平滑，背町こi
(一条の!供/i; 1

E 川ora j I 巴師d i 品 Iluふs iJぷnl !TI円Pilig間wn
rear 

E 削仰…ac仰Cωul刷dω仰ta II 惰附刷|ド川Iサl服形 l 波舵附!}，烈焔1以泊i泡色 ! 無 l一刊背可Er !♂V5旦2J山|lli;以I1, ellipsoid deep black i none 1 one keel よ~<::;; -i1ight brown 
I! lline on rearl • ~~..~ 

jl 肝で131 1irぬ 1~ 初出縮 1 I工j形 | bm色
E. go例ph附phala ilco町 s~~d 1 da~k"bl~ck n~'~巴 lwrinkled 1round lgr ylsh I! ellipsoid I <W~ ~ UW~" i ..v..~ 1" ~ ，.m~~u ~ VU..U  black 

E. JZlob山 j 1 楕円形 1 1問 l 無 l 粗造 ( 円五 l 何百h11 ... :1;0: [_[J.:n::.J.: [tn: 1:8 -t~. fut. ~n 'f3::. Lr:!.lr.t 灰褐色
占 11 ellipsoid I dark black I no 巴 coarse round Î.;r~~~ 

E. c 

E. vi刑inalis

E. coγiacea 

E. punctata 

E. ciη 包 γea

E. γesinifeγa 

E. γ obusta 

lドl 附円巾形 | 裕脆色 l 芋有!~.... I :口民昨TF， st出出許出11 Iド川川iリ旬惚jη服7形診 | 悶

l(! l ( l::倣桝附一納附叩背削而にJ12作品淡!，(\色 1!!t lmlttl|払 1J澗l
[ ellipsoid 1deep black l mne l one keel l brown 

褐純色lJW142rvd 有 lwzl 点 淡糊附hel…m凶仙山叫n叫山向is均s叩pher閃el b 己出間山:勾訟V店:「h l … s I いい川~h同leat伺削a以t町 I s叩叩p卯ott巴吋d I いrown 

j i写椛2辺認5ぺJ:野伊ザ?i |H|H川;
|卜!hemi氾s吋Udllh1児町er d a r k b l a c lk E n 0 n e l c∞oars 巴 1 spot口t巴d gray 

llyel i l l!  
問問 1212訓 12aellipsoid I U~~F UH'~" i ..~.，~ 1'" ..，，，， ~u I ellipsoid I brown 

HVi訪問雌色，1nf;蜘!点
:.:-~.::~ I dark brown I none I wrinkled I spottecl hemispherel U Q.J.J:¥.. l.HVVV.ll I .lJ.V J.H ... 

平滑，わずかi
1 1籾 l HE焔色 ，1f正 いこ糊 | 不明

V -shape I dark brown none flat , few I invisible 
1 wrinkled 

fî l-i'I,:lf.!,_ .:;f: (;r.Þ.~!'i世良県色或は~，I，\f月
E MiCWM  liTZZF野|色 cleep 凶4 1黒 lrttArpi 不明

十一 lor blackish I non巴~~"'~''''.~. I invisible I hemisDherel 守 UV .l.l\...- strioed 
l ム Drown

慨 [ 葉 | 有 ( 平滑 | 不明V -shape yellow , lustrous flat i invisible 
E. γostγata 

E. saligna 
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模Jfi~紐状 1
|V3haDe~( 赤禍色 l 少';'v -Ibrownish redl low 

lender I 

不稔性種子の諸形質
the fertile and the sterile seeds 

不稔悦種子 li~，~1J Uの皮WJ
The sterile se巴d Identifying 

形状 色彩 :P2iMによる i色彩による 1
Shape Colour ー I Bv form Bv colour ，，~ -~-~-- tage I ~J -~.... i~J 

t妨診~紐状;;-_{::.+'t:，1，(7:.
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yし Ibrownish r・dl low 
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模形(丸味) I 黒椀色 I A i 

V-shap巴， red brown L~ '-p~， r~Q， ?ro,,,,:n, high: 
(rounded) land blackish I る l

brown 
襖形~統状 rh 

V-凶ape~ibroA汗ーmよate|
sle帥r I ー|

開~ 赤禍色 i 多
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1契形~紐状 _-=f::. +'!:.1-t-r... 岳
V41ane~| 赤禍色 I ,fÞ 

yし Ibrownish r巴 dl high slender IU.~H"'OU _v~1 "'�  

設球'."f:契形 1慨に;沼野多
hemisnher巴1'1..1 5: .1，'" u~ ，: v: J.r- f 

l;'Uv-_v I black王 ish I hi宮 h1 
へ~V

|怖赤f禍易色~泉f椀局色色; 
模万三 :brownish red 多

V-shape I ~blackish I high 
brown 

I j;lj野~紐状|赤椀色~Iféi柄色| 生
|vshape~(…ish 「 hit1slender I~dark brownl ...� 

鵬 | 赤褐色 | 多
V -shape Ibrownish red I high 
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i蒲考
Remarks 

易 :P, 
easy easy 

J元 Jh 
easy easy 

易 易
easy easy 

易 :PJ 
easy easy 

!dJ 免f[t 不St稔er粒ileはきわめて小さい。
easy difficult seeds ar巴 V巴ry small. 

JJJ J)J 不稔粒は微細。
easy easy Sterile seeds are particularly 

small 

極史:fI' H!Ji難 ! 

i ~:~r~:!.l~ I -1 :;r~~~h difficult ' difficult 

易 難 | 不稔粒は大小不同、
easy diffÍ'~ult! Th巴 size of the sterile seeds is 

cun I miscellaneous. 

よ11 :PJ 
easy easy 

kJJ l 酬 I 不St稔er粒ileはsき巴わめて前]j~、
easy dlfvfeircyLltled3B areve0 ry thin-

難 | グ\lt 不稔粒は豊満度により議別。
difficult difficult Identificated by their puffy 

grades. 

易 0) l 不稔粒はきわめて小さい。
easy easy Sterile seeds are v巴 ry small. 

J)J 易
easy easy 

!JJ 易
easy easy 
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学名 和名

3. E. go例þhoceρhala DC. ヒロブ'タユーカリ

4. E. globulus LABILL. ユーカリノキ

5. E. coγynocalyx F. v. M. サトウユーカリ

6. E. vi刑inalis LABILL. マンナユーカリ

7. E. coriacea A. CUN!ぜ. アッパユーカり

8. E. �unclata DC. カタギ、ユーカリ

9. E. cineγea F. v. M. ノ、イイロユーカリ

10. E. resinifeγa SMITH ユテンユーカリ

11. E. robusla SMlTH テリハユーカリ

12. E. teγeticoγ叫 is SMITH モリユーカリ

13. E. rostγata SCHLECHT シダ、レユーカリ

14. E. saligna SMITH ホソパユーカリ

種子の外部形態的調ftはすべて顕微鏡下でおこなった。種子の大いさは E. globulus を 100 として他

の種と比較した〉形状，色fr\等の特徴は完熟した:豊満な種子を用いて普通的な特性を把握するように努め

た。これらに用いた種子は各種とも 100 粒である。また，種子表面の紋様はスンプ法で型をとり，顕微鏡

写真で;ilJ録した。

内l'í!5形態の観察および刈まさは次のようじした z 充実した種子を各種とも 20~50 粒ずつQIiび. 24 時間

浸水してlßl.水させ，ナワシン液で、 48 I時1!i1減配下で固定したり脱水は材料の硬化をさけるために，フ守チル

アルコール法を用いたい染色はデラフィールドのへマトキシリンでおこなし、，連続切片のプレパラートを

作成した。また，他方ハンドセクシヨンを作り，ジヤベノレ水で処理し，デラフィールドのへマトキシリン

ある L 、はメチレンプリユーなと、で、適I染色し，これらのプレパラートで観察および測定をなしたυ

種皮の観察は E. globulus の種子で f子った。 山ンドセクシヨンをジヤベル水で、処Jrll したのち. 50% 

苛性加里溶液で 20~30 分間解離.50% アルコーノレてぷt条，直ちにメチレユ/プリユーで染色. IJSð水後グリ

セリシで封入した。

種子氏分の検出は顕微化学反応によった。発芽形態についての調査は恒温船内で発芽させた稚苗と，国

場で育てた苗を用いておこなった。

liI 実験結果

実験結果についてはまず外郎形態学的特性. 11qií[5形態学的特性について述べ，ついで成分，発芽形態に

ついて，最後に各種ごとに特十七の"己載をおこなうこととする。

I 外部形態学的特性

1. 種子の外観

ユーカリ属の種子は種によってそれぞれ特徴がある。一般に微帝国な種子が多いが，種によって大いさを

異にする 形は立体楕円形，偏平楕円形. l殴)~あるいは鼓球形等である。種皮の色は黒色，陪褐色，褐色

あるいは黄色である。種皮はやや聞く，表面の紋様も種によって特e4ーをもっている。際はノj、粒種子では飢察

できないが，大粒種子で1士容必に Ij~限で観察て、きる。腐の全形は 1'17彰 (E. globulus. E. gornρ hocephala. 
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E. viminalis) , 楕円形 (E. citriodora , E. maculala , E. cineγea) と点状 (E. coriacea , E. 

punctata , E. resinifera) の 3 群がある ο 色は淡禍色，または灰色である。合点，隣条:および発芽口は

観察が困難である。

種によっては多くの不稔粒を含む。不稔粒は一般に小形で細長く，模形あるいは紙状をなし，光沢のあ

る赤褐色を旦ずるものが多いc 充実種子と不稔粒の満別は形状と色沢により，おおむね判定ができる。し

かし ， E. coγiacea はこの 2形質の比較だけでは充実粒と不稔粒の区別が困難で不稔粒を選別することが

むずかしし、。 E. robusla もかなり困難であるが，豊満度により区別することができる (Plate 1 参照)。

充実種子と不稔粒の特性を一括表示すれば Table 1 のとおりである ρ

2. 種子の大いさ

種子の大いさをあらわすために長さおよび隔を測定した。まず長さについて見るに，最も長いのは E.

citγiodo刊で 4.24mm の長さを有する。最も短いのは E. saligna で1. 30例制である。だいたい 1抑制

から 5m刑の筒1111 の長さを有する。隔の最大は同じく E. cilriodora の 2.43刑問であり，最小は E.

robusta の 0.86刑問である。

長さおよび隔を考え合わせて，ユーカリ属種子をかりに大，仁|コ，小の 3 群に分ければ次のようである。

種子の犬ノj、による区別

大粒種子

E. cit γ iodo γa E. 悦aculata

中粒種子

E. gomphocephala , E. globulus , E. corynocalyx , E. vi肌inalis ， E. coriacea 

小粒種子

E. punctata, E. ci札 eγea ， E. γ esi γ!ife γa ， E. γob叫 sta ， E ‘ te γ eticoγγ!is ， E. γostγ日ta ，

E. salig札a

種
Species 

E. citriodora 
E. 問aculata
E. gomρ hocephala 
E. globulus 
E. corynocalyx 

E. vi仰inalis
E. coγwcea 
E. punctata 
E. cinerea 
E. resinifeγ日

E. γobusta 
E. te γeticoγ叫 is
E. γostγ且1且
E. salig汎且

第 2 表 ユーカリ種子の大きさと形

Table 2. Size and form of the Eucalyptus seeds 

長さ 巾 i
Length 羽Tidth

!一変異係数 l 一丁変真係数 指数普
平均値 I Coefficient 1 比率| 平均値 I Coefficient I 比率 I Index 
M土σof ~ Ratiol M士σof 1 Ratioi 

lvariability ! I variability 1 

mm! mnな

4.24士 0.645115.22土 0.7701 185: 2.43土 0.412116.93 士 0.8611 142 1 57.3 
4.20士 O. 7 48~ 17 . 81 土 0.850! 183 i 2.22士 0.329114.86 土 0.7271 130 1 52.9 
2.73士 0.538119.75士 0.9821 119 1 2.07土 0.336116.28 土 0.8001 121 1 75.8 
2.29士 0.399117.13土 0.848 ' lC コ 1 1.71 土 0.266115.52士 0.6021 100 1 74.7 
2.26土 0.467:20.70士1.∞2 99' 1. 42士 0.226'15.91 士0.770 83 62.8 

2..20士 0.25711.68土 0.574 96 
I 2.14 士 0.21410.01 土 0.689 93 

I !.~~土 0.2叫3.93土 1.360 ， 71 
1. 61 士 0.159; 9.91 士0.063 70 
1. 50土 0.20613.73土0.718 66 

1. 30土 0.19011.59士 0.725

1. 44土 0.15610.82土0.740.
1. 07 土 0.22723.93士 1.360
1.20士 0.15212.64土 0.805

0.91 土 0.16317.87士 0.930

1. 47 土 0.192112.98土 0.558 64' 0.86 土 O. 151i17 .61 土 0.ml
1. 40土 0.187!13.39士 0.811 ， 61 1. 10土 0.173.15.74土 0.9日6'
1.31 土 0.1271 9.72士 0.4291 57 1 1.00土 0.148114.86土 0.6581

|1.30 :1:: 0.1叩 l出向 5710 川0.1日 ω土 l m l  

76 59.1 
84 67.3 
日| 66.1 
70 74.5 
53 60.6 

58.5 
64 78.6 

53 I 70.0 

ホ指数=巾/長さ x 100 Index = Width/Length x 100 
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大粒種子は不稔粒は少ないが中粒および小粒種子は E. globulus を除いては不稔粒がきわめて多いJ

小粒種子ほど肉眼では，充実種子と不稔粒および混入物との区別が悶嫌である。

Table 2 により川らかなように， --般に長い種子ほど l聞も大であるが， 種によっては必ずしもそうで

ない。その関係を表わしたのが Table 2 r[~ の Index σ彰状比〕である。帆を長さで|役して 100 を乗じ

た数値である。この数値がIJ、であるほど細長い種子であり，犬であるほど丸味をおびた種子である。また

は角ばった種子であればïE方形に近い種子である u 今かりに数値がノトであるか大であるかにより細塑 (50

以下)， r[:r間明 (60~69)，丸型 (70 以上)の 3 j洋に分ければ次のようである。

種子の形による区別

制型j種子

E. cil γiodo γa ， E. mαculala ， E. 匂 i叩 inalis ， E. γ obusla 

中間種子

E. corynocalyx , E. coriacea , E. ρunclala ， E. resinifera 

丸塑積子

E.go間ρ hocePhala ， E. globulus , E. cineγea ， E. leγelicoγnis ， E. γaslrala ， E. saligna 

ただし，ここに細型1，中間型，丸型というのは形状j七の犬小による額別であって，種子そのものの形を

いし、あらわす言奨としては妥当でなし、。 Plate 1 ~ 3 に見るとおり楕円形や，拠7診や四角形等種々あり

必ずしも帝国い感じゃ丸L 、感じを与えないス E. 問。culala は形状比 52.9 であり， 最も細長い種子である

が，実際は惰ITJに近い形をしている。また ， E. lerelicarnis は形状Jt 78.6 であり，長さと l隔があまり

遼わないが形は四角形，:Lî.角形あるし、は問形をしている (Plate 1 )" 

しかし， これらの数値が示すように ， E. maculala と E. lerelicarnis では|円らかに形のうえにも

著しい差をあらわしている。他の種の種子についても同様である。形状Jtの差は佐藤氏 (1931) がスギ，

ヒノキ，マヅの往来について述べているように種の特怜をあらわすものと考えてよいσ

3. 穂子の純度

前にも述べたように二，三の種を除いては不稔粒が多く，また微細なるために多長の不純物を含む場合

が多い。 5g の種子について不純物を|徐き種子の純受を示せば Table 3 のとおりである》資料のIJ(Jf;系で

8 種について調べたが ， E. cilriadara および E. glabulus の 2 種だけが 80% 以上の種子を含み， fl出

第 3 表 種子の主主さおよび純度
Table 3. The weight of the seeds and th巴 percentage of purity 

種
Species narne 

純度
Percentage of 亙さ !比率

Weight引 Ratio"purityl) 

% g 
E. cilriadaγa 84 6.4582 
E. glabulus 82 1.9954 
E. vi例inalis 16 0.8468 
E. resinifera 9 0.3792 
E. rabusta 12 0.3340 
E. teγeticarnis 8 0.3932 
E. rastγala 8 0.2810 
E. saligna 10 0.3150 

注 Remarks : 1) 5g における純度 Percentage of purity in 5 g. 

2) 1 ，000 粒重 The weight per 1,000 grains. 

330 
100 
43 
19 
17 
20 
14 
16 

3) E. globulu$ の重さに対する比率 The weight ratio per E. globulus. 
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はいずれも 20% 以下，特に E. lerelicornis と E. rostrala は 8% にすぎなかった*。尾越氏(1936)は林

木種子に混入する不純物について広i印刷な研究をなしているが，普通中型または大塑種子にさえ種々の不

純物が混スしているのが普通である。ユーカリ昭種子に混入している不純物の多くは果実の付属加官や組

織の破片が大t1I5分であるが粉状をなした附皮，樹業や，ときには若干の砂を混じている l 場合によっては種

子であるか不純物であるか見分けがつかない場合も多い。種子に混入する不純物の多寡は種子保取人の注

記:により，ある程度減少されるて、あろうがユーカリ同種子のような微細種子では風)きやふるいによる選別

ができがたL、から不純物が混入したままで種子が厳選されずに取り扱われるのもやむをえないであろう。

4. 種子の重さ

ユーカリ属の種子は，他の林木の種子と Jt絞すればきわめて微IJ、である泊、ら霊長も ;1品、のが当然であるハ

8 種のユーカリについて測定したが:果は Table 3 に示すとおりである。種子の7立量は同じ穫に属する種

子であっても，品種や系統により，樹木の11ミ令の差異その仙の条{'j二によりかなりの差が生ずる場介がある

(長谷川 .1943)、したがって本表に示した重量が，各種の訣定的m:量を示すものとは考えない。この測定値

は 500 粒4 和!の .3y均{[!'(を 1.000 粒匂りに換算した何であるが，ヰ丈夫ーによりユーカリ種芋の京f置がどの税!支

のものであるかを女刊ることができる。

大粒種子である E. cilriodora だけが 6g 以上の偵を示したが大多数の種は Ig 以下である。 E.

globulus および E. γobusla はそれぞれ 1. 9954g および 0.3340g であったが，他の資料て別の機会に

測定した数値は，それぞれ 2.442g および 0.101 g であったっ資料により多少の違いがあるのは当然で

あるけ

I[ 内部形態学的特性

1.概観

ユーカリ属種子の内部形態のなカゐで最も~#，性の顕著である紐紘は種皮，および阪である。種皮は外種皮

と内種皮からなり，その内側に外/lf乳の組制をわずかに残し内部の/lfに接する。院は巨大な匹軸と 2 枚の

子葉からなり任乳のないのが本属の4割生であるの種皮については最近原 111氏 (1956) の iíJ I 究があるので，

ここにおいては主として腔について述べることとする。

2. 子葉

子奨は著しく発達し，種子内部組織の大半を占めているコ種子の横断面では円形の匹軸が中央に存し，

それを子奨が1mんでいる。子奨は 2 枚であるが形状は非木11的、であり，おのおの 1 枚の子誕の左右性も非中11

称で、ある。葉柄を「ド心にした場合./lf納ff!Uより眺めて右側の子葉は左側の子葉に比べて，長さおよび巾と

もにやや小さい。

種子内における子奨の配列は，子葉の右側阿部分が常に内側であり，外側には大型の子葉すなわち子葉

の左側の部分が存在する。この配列は全く種による差が認められない。換言すればこの配列はユーカワ属

種子の子奨の特性であろう。子葉が慌に細長く中央部がくびれているために.Hr軸，子主主および葉柄の接

合部では子葉は 2 枚に見えるが，それより下部では 4 枚が数えられるつさらに下郊では内側の小型子葉が

現われず，外側の大型子葉のみが現われるために 2 枚の子奨を数える c 縦断固では種子巾央部よりド方

*ただし E. cilγiodo叩および E. globulus の種子の純度は外観上完全な形態をしているものを

純E種子として測定し，それ以外のものは枕粒が内容充実粒と区別できるので，内容充実粒のみを

純正種子として測定したー



第4 表 .!!fにおける気孔の分布
Table 4. Distribution of stomata in embryo 

日)Jt存伏 i 
|問状組織側l
Palisad巴: .Jn織側
tissue ::>pongy 

・ de tISSUE 

side 
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に]本の太い陸軍出があり，子葉がこれを問む。
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これらは挺柄で連結される ο ゆえに 2 本の奨柄

と 4 枚の子葉を算える結果となる Jlfは原(生〉

(Ground 基本組織(Protoderm) , 表皮
|匹剥i
!Hypocotyl 

meristem) ，維管束 (Vascular bundle) およ

び気孔に分化している。子葉はその周辺を 1 屑+
+
+
+
+
 

+
+
十
+
+

十
+
+
←
十

の細胞よりなる原(生)表皮で閉まれる。 j京表

E. 捌aculata
E.go刑Phocephala l

E. globulus 
E. corynocalyx 
E. vi附 inalis

種
Species 

l支は惰円)0:[犬の細胞で膜は薄い。すべての細胞

は緊密に筏遣しているので細胞間際はない。気十
+
+
+
+

+
+
+
+
+
 

十E. coriacea 
E. 戸unctata
E. cinerea 
E. resinifera 
E. γobusta 

孔は， (fJ}相、伏組織の存する側，すなわち裏面に

i情状組織を有するはすべての種に存するが，+ 

側，すなわち表の面は存在する種とほとんど見+
+
+
 

+
+
+
 

+ 
+ 

E. te γ 芭 ticoγγ1is
E. γostrata 
E. saligna られない種がある。これを Table 4 に示す 3

1;1;本組柏原は将来葉肉となる部分で有m.状組織

と海綿状組織とがあるけ各細胞は緊慌に接合して，細胞1m隙はない}険はきわめてうすし、。各組織の数お

よび細胞の大いさは種によって異なる。相r伏組織の層数は Table 5 に示すとおりである。また，柵状組

総およびi掛存伏組織の細胞の大いさは Table 6 のとおりである。

子J隠の柵状組問のある面は常に匝市rhに扱し，

これ

~t 子奨がJff軸を上方からおおうようにして包ん

海判íl状組織のある面は種皮に接している

第 5 炎柵状組織11/うの数

Table 5. Number of palisade layer 

種 層の数
Species Number of layer 

でいるためであるつ

軸区、3. 勺
ノ
晶
司
ノ
ム
今
ノ
ム
今
/
ム
つ
ゐ

E. 畑aculata
E. go刑Phocephala
E. globulus 
E. coryηocalyx 
E. vi刑inalis

→般に無伍乳種子のJff軸はきわめて小型であ

るが，ユーカリ属種子では種子の大いさに比較

して大砲の応軌を有する。すなわち， Table 7 2
2
1
1
1
1
 

E. coγiacea 
E. punctata 
E. ciηeγea 
E. γesiγ1ifeγa 
E. robusta 

に児られるような結果を示すっ

IJfilfrnは表皮原，初生皮層，中心住からなる。

表rlí:m(は IJf l1irh周辺を問む 1 府の楕円形状の細胞2 E. teγeticornis 
E. γost叩ta
E. saligna からなるい気干しは表皮尽の直下，初]生rii".門中に

あり，未発達の干L辺制/1包および近隣細胞からな

第 6 茨 相ij:伏*11.仰および晶体民組臓の大きさ
Table 6. Size of paI isade and spongy par巴nchyma

| 川先制服 | 仰Iíド同日 {(:fili
lMMEparen山a _Sp~ngy p…chym~ 
長さり l 長任 J:IT 1王
Length 羽Ti c1 th Long axis Short axis 

f.L Iμμl 件
42.67日山士臼0.59 I 1ハ1.63 士 0.37 I 26.9吃此2社士 0.90 2辺払山2乙μ.1げ7士仏

32.37 士 0.96 1ロ2.3引l 土 0.4引1 20.1ωO土 0.50 15.11 土0.45

種
Species 

E. globulus 

E. γobusta 



第 7 炎 目玉ililhおよび子奨の大きさ
Table 7. Siz巴 of hypocotyl and cotyledon 

種子中央郎ρ断I凶 lJf 軌

mfJ;ご ;:2132ed 町poc州 12TZT
: H/S x 100 , C/S X 100 

L53hl wEth 型官 DifmjirlittT。??on
一← 1 .. .~， a : (S) ~W ..，~，~.: (H) 

1n御1 骨Z 符! 1n 抑γ m笥生 2句"生 2

1.72 1.29 0.957 0.53 0.2211 

0.285 0.29 0.066 0.219 23.16 76.81 

S=LengthxWidthX 7rf,1 H=官/4X(直径)2 H=π/4 X (Diameter)' 

9 ーユーカリの育種学i'1%fI究(第 1 報) (外山・;箔見里〉

H/CX1∞ 
種

Species 

30.03 

30.14 

76.80 23.09 0.736 

0.49 

E. globulus 

E. rob山|

S=長さ XrhX 7r/4

0.74 

っている。初生皮!慢をWt成する細胞の犬いさおよび形状は，種によって若干異なる、細胞刊の数も種によ

って異なる。多層種 (maculata ， corynocalyx 9~10 層)，少!脅種 (saligna ， 4~5 層〕および中間種

5~7 何〉がある。 rl~心怜は内皮，内翰および悩からなる 内皮はあまり l明瞭でない。内(その他の種，

鞘は数層の柔細胞屑よりなるコ維管東は未分化で，原生木部および原生筋郎l土認められない。「ド心住の中

心に柔組織の初l生髄がある、

医輸には上・下両端に茎および根の成長点を有する。茎の成長点は原表皮につづく数回の初]生皮!習の直

下にあり，やや犬羽の原始細胞からなる 1 恨の成長点は三叉しており，中央部は主楳， 11山の 2 点は種子供

(Seminal root) に発達すると考えられる。

瞬4. 

腕は種子の腹郎にあり，各組織腎の細胞が複利(に分化しているコ隣においては，外JI市に一門の粘液細胞

)習があり，厚膜細胞!脅との聞に柔組織が観察される。柔組織ではところどころに数個の導官を認めること

ができる。

含有成分11[ 

ユーカリ属種子は，子撲だけでなく， I1f'lilhにも多量の養分を貯蔵している。主成分は脂肪であり， ì#投粉

第 8 表 子葉内の泊滴の犬きさ
Table 8. Size of oi1 drops in the cotyledon 

変異係数 T.t.-'.t.; ~'ê..-f-
Coef(ï~'~.; of J忠 13去. I 記:variability ，，~，.~ H'~~'! 

μlμμ 

9.66士2.25 23.32土 0.87 104 15 4 
12.17 土 3.22 26.46士 0.91 132 20 4 
14.06土 3.28 23.32 土1. 11 152 21 7 
9.23士 3.19 34.60士0.23 100 20 2 
12.47 土 2.81 22.53土 0.69 135 22 7 

は含まない。種度内のある細胞，外IIE乳の伐カてし、にもわずかに{由主請を認める。

Jド主勾 1nT
M 土σ

E. citγ iodoγa 
E. 明aculata
E. gom争 hocephala
E. glob叫 l叫 S
E. coγ型札ocalyx

種
Species 

4
U
A
仏
エ
可f'
a
A
斗A
A

仏
三

q
d
Q
ノ

q
L
q
4
1
ム

フ
白
1
A

つ
ム
ペ
ノ
ムm
J
L

128 
108 
125 
115 
103 

25.29士 0.88
22.92土 0.76
24.43士 0.89
30.91 土1. 13
30.72士 0.98

11.77 士 2.98

10.00土 2.29
11.51 士 2.81
10.58士 3.27
9.55土2.93

E. viminalis 
E. coriacea 
E. punctata 
E. cinerea 
E. γesinifera 

4
7
A
4
3
 

Q
ノ

q
u
Q
ノ

f
o

-
-
ウ
ム
1
1

内
ノ
ム

122 
125 
98 
129 

29.66士し 64

24.21 土 0.74
35.18士し 53
31.31 土1. 05

11.16 士 3.31
11.58 士 2.80

9.06土 3.19
11.76土 3.68

E. γobusta 
E. tereticornis 
E. γostγata 
E. saligna 
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9 表 Ilf軸内の1由1~~íの大きさ
Size of oil drops in the hypocoty! 
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第

Tab!e 9. 

- 10 一

最小
Min. 

一

μ
'
5
6
8
4
6

Jt~界 最大
Ratio Max. 

|μ 

11 
11 
26 
20 
24 

変異係数
Coefficient of 

I variabi!ity 

平均値
M士σ

種
Species 

78 
81 
135 
100 
121 

18.87 土 0.73
16.51土 0.49
23.07 士1. 21
21.'-'2 土1. 29

27.51 士 0.86

μ 

9.31 士1.76 
9.68 土1. 60

16.32土 3.76
12.00士2.94
14.53士 3.99

6
4

〆
0
4
5

-
A
1
i

〆
O

つ
4
1
1

勺
ム
勺
4
1
1

勺
乙
勺
ム

r
o
-
-
Q
ノ
ワ
J

フ
臼

9
Q
/
8
9
8
 

24.11 士 0.75
27.35士 0.70
19.27士 0.74
30.16土 0.93
25.12土 0.79

11.51 士2.77
10.94士 2.99
10.86士 2.C ヲ
11.69土 3.58
9.88土 2.48

E. citγiodora 
E. 間aculata
E. go削PhocePhala
E. globulus 
E. corynocalyx 

E. vi例inalis
E. coriacea 
E. ρunctata 
E. cinerea 
E. γesinifera 

4
5
4
6
 

ウ
J心
内4
0
1
1
nヲ

勺
〆
臼
勺
ム
ハ
ノ
ゐ
l

0
2
9
9
 

0
0
7
9
 

1

1

 

30.51 土1. 52
26.46 土 0.09
37.94土2.28
ぺ1. 24士 0.97-'0 .υ -'0 

11.95土 3.65
12.32土 3.26
9.48土 3.89
11.87 士~ n~ 

E. γobusta 
E. teγetico円1is
E. γostγata 

E. saligna 

子葉および匹前nlこ含まれる

IIIJ川1の大いさを Tab!巴 8 と

9 に，また細胞内に存tEする旺 ~îlh
Hypocoty! 

第 10 茨 1 細胞内の泊滴の数
Tab!e 10. Number of oi! ctrops in one ce!1. 

~F 紫
Coty!edon | 村附織 l

Pa!isad巴 Spongy
parenchyma ' parenchyma 

種
Species 

泊滴の数を Table 10 に示

す。最大池滴は E. gompho・

cephala の 14.06士 3.28μ で

あり，最づ、f山滴は E. γostrata

1~2 

1~2 

1~2 

l へノ2

1~2 

2~3 

1-3 
1~2 

レ~3

1-2 

2~3 

2~3 

1~2 

2~3 

2~3 

E. citγiodora 
E. 間aculata
E. go制PhocePhala
E. globulus 
E. coγynocalyx 

ま

た細胞内含有数の最大は E.

の 9.06土 3.19μ である。

1~2 

1-2 
1-2 
1~2 

1~2 

1-2 
1~2 

1~2 

1-2 
1~2 

1-3 
1-3 
ト~3

1~2 

1,....,3 

E. viminalis 
E. coγiacea 
E. puγ!ctata 
E. ciれeγea
E. γesiγ!ifeγG 

の 2-3 個であ

これらの表で見るとお

り，大いさと数は種により多

cif γiodoγa 

る。

1~2 

1~2 

1-2 
1-2 

1~2 

1-2 
1-2 
1~2 

2-3 
1-3 
2~3 

1~3 

E. robusfa 
E. teretico円lÎ s
E. γostrata 
E. saligna 少異なるが，大いさは変異多

く，含有総量を顕微鏡下で正

確に測定することは困難である。

ユーカリ種子に含まれる脂肪はズダン m で染色され，無水アルコールおよびキシロールに容易に溶解

する。

発芽の概観IV 

ユーカリ属種子の発芽様式は，他の無匹乳種子(マメ科，十字科，ウリ科)とは異なる。すなわち，ー

般の無医手L種子においては，発芽の際に幼根が種皮を1波って根を伸ばすが，本属は根の成長点の部分が種

皮を破り，わずかに露出する ο このときIlf軸の周辺から種子根が無数に発生して水分l吸収に当る。その後

/fE軸が{rll長をはじめ ， H王朝l下端の中心部より主根が伸長をはじめる。Ilf軸と主根の伸長は同H寺におこなわ

れ，主1恨の伸長に伴い種子根は枯死し，つづいて主根は多数の側根を出しはじめる。種皮は付着したまま
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第 11 表 発芽後の子奨の大きさと芹タ伏
Table 11. Size and shape of cotyledon after germination 

L全(eAng長>th 
左辺の長さ 右辺の長さ ~三・ 中央郊の巾 左辺の巾

種 Length of Length of 
Differences 

Width in 九司1i dth of 
Species Ieft side right side (B-C) middI巴〕part Ieft side 

(B) (C) (D (E) 
mm mm m符包 mnτ mm mm 

E. globulus 7.92土 0.098 4.15土 0.056 3.59士 0.050 0. c.6土 0.074 I 2.25土0.039 2.88士 0.048

E. γobusta I 3.76士 0.056 2.08士 0.030 1. 72土 0.026 0.36士 0.038 1. 42 土0.021 1. 63土0.026

E. γostγata 3.37 土 0.013 ' 2.03士 0.026 し 73土 0.022 0.30士 0.031 1.87 土 0.023 1. 84士 0.022

右辺の rrJ
種 I Width of 

Species I right side 
(F 

主 指数(r) !指数(11) 指数〔 Hi)l 拘tlrJ〕
Differences , ln似( 1) : 1耐x(n) I lnd四(l川 |(Avmge〉
(E-F) (D(Ax 1 ∞〕 !(E/A × l ∞) I (F(Ax 100) :日 1 + H + 111)(3) 

0.52士 0.062

E. robusta 1.37士 0.021 ' 0.26士 0.033

29.1 

38.3 

E. rostrata 1.62士 0.020 ' 0.22土 0.032 , 50.1 

37.3 

43.4 

49.6 

第 12 表 発芳三後の子葉および座制の色

30.6 

36.7 

46.1 

Table 12. Colour of the cotyledon and the hypocotyI after germination 

| 子葉

32.3 

39.5 

48.6 

種
Species 

Cotyledon 匹 n!i l:
表面
Surface 

裏目i
Under surface 

HypocotyI 

E. 問。culata I J1i緑色 yellowish green 紅色 pink 淡紅色 pale rose 

E. go削PhocePhala I 貨様色 yellowish greenl 紅色 pink 淡紅色 pale rose 

E. globulus 緑色 green 鮮紅色 bright red 濃紅色 deep red 

E. corynocalyx 黄緑色 yellowish green ' 鮮紅色 bright red 紅色 pink

E. vin山wlis 緑色 green 鮮紅色 bright red 濃紅色 deep red 

E. cinerea 黄緑色 yeIIowish green 鮮紅色 bright red 紅色 pink

E. γobusta 黄緑色 yellowish green 黄緑色 yellowish green' 黄白色 yeIIowish white 

E. tereticornis 黄緑色 yeIIowish green' 黄緑色 yellowish green' 紅色 pink

E. rostrata 緑色 green 緑色 green 濃紅色 dark red 

E. saligna 緑色 green 緑色 green 紅色 pink

巨利の{~I:長により k方へもち kげられる σ

その後子葉は下部よりf-Jfí5に向力、って聞きはじめ，目玉軸に対して 90 '付近まで展開する。このころまで

に種皮は脱落し，子誕の重合はやや解ける。このとき見える子葉のぷ面は完全展開した場合の子奨の裏聞

である。さらに子葉は葉柄に対し直角の線上で，葉柄の伸長方向へ 1800 回転して展開を完全に終る。完

全展開した子葉の大きさおよび形は種によって異なる。その測定結果は Table 11 に示すとおりである。

子葉およびJ.!E軸の色沢も，種によってそれぞれ異なっている。子奨については表裏同色群(小粒種子た

とえば robusta) と表裏異色群 (globuγ113，その他〕がある c 子葉およびE玉砕の色調の調査結果は Table

12 に示すとおりである)

すなわち子葉の表面は， jt'"t緑色，緑色の 2 系統があるが，裏面は紅色，鮮紅色，黄緑色，緑色の 4 系統

がある。裏面に紅色系を有する種は大粒種および中粒種である。また，匹輸は濃紅色，紅色，淡n色およ

び黄白色の種がある。
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なお， Tab1巴 12 には悶場に生育した種と，恒温甘:iI'~で生育した種とが示しであるが，後者は前者より

もいくぶん色訓が淡いようであった 1

V 各種子の特性

1. E. citriodora Hoo!{. 

英名 Lemon町scented Gum，和名 レモンユーカリ

ンド極は大粒種子に同し長f壬最大 5.6 附m ， 最ノj、 2.9 m削， 平均 4.24 土 0.645 mm , 短径では最大 3.4

問問，最小1. 4 附m ， 平均 2.43士 0.412 mm ， 種子形状比 57.31 である，， 1 ， 000 粒当り重量 6.4582g で

ある υ

積子は桁l'J)I>~氏で，赤茶色をfifびたJ、1，\色をkilL ， :)\';1)\を有する (Plate 1 , Fig. 1) 不稔粒は僅少なるも

細い組J伏で i)J~禍色を台うする 不f抑止と1'( 11':種子とは，形状，色i)( の l;( より容易にl議別することができる F

種子の背而には一条の|海起が縦走し，種子は平滑でやや固く，種皮炎匝iの紋旅は Plate 2 , Fig. 1 に

おいて見られるように，大型f訪形の緋m状ーを呈する。

腕は種子の腹面にあり，やや陥没し，大型で肉眼でも容易に観察できる。全形は楕円ないし円形で，淡

掲色を呈しやや光沢を有する。後者 E. 間aculafa とは類縁種で著しく類似しているが色沢，光沢により

識別することができるこ

2. E. maculatαHOOK. 

英名 Spotted Gum，不rr名 カプパダ、ユーカリ

E. cilriodora ときわめて、む:i1L~， した種子で，種子の大いさは，長径において最大 5.6mm ， 最小 2.6mm ，

平均 4.20土 0.748 抑制， j;9: 1王では最大 3.2 例制， 最ー小1. 4 削削， sJl:J匂 2.22士 0.329 mm , 種子の形状比

は 52.86 である。

種子は惰川形状で濃黒色を呈し，光沢を有しない (Plate 1 , Fig. 2)。不稔粒は保少なるも前者より

わずかに多く，模型ないし組経状で赤禍色を旦し，やや光沢を有する J 不稔粒と真百種子とは，形状，光

れにより容易に満別しうるハ

種子の背聞には一条の|経起が縦走し，種皮はやや閏く，種皮表面の紋様は Plate 2 , Fig. 2 において

見られるごとく犬羽長方形の網円状をなすけ

腕は積子l限問中央にあり，やや陥没し， I去Jlmでも容易に観察することカてできる i

全形は符jl'J形ないし川形で前者よりややノトさく光沢のない淡視色を呈する J誌で医別される 1

在E子の子葉内における柵状組織は 2 1;Y11であり，気孔は子葉の表裏および)Jf1[ilh内に存在する。

3. E. gomphocephαIαDC. 

英名 Tooart Tree，和名 ヒロプタユーカリ

本種は中粒種で前 2 者よりイ、さく，直径では最大 4.2 m削，最小 1. 7m問，平均 2.73士 0.538 m問，短

径では最大 2.8 刑制，最小1. 2 抑制，平均 2.07土 0.336 抑制，形状比は 75.81 である。

種子は偏平なる楕円形をなし，真Jぷ色を呈し，不稔粒と真E種子主の識別は，形状，大いさ，色沢など

で容易におこなうことができる (Plate 1 , Fig. 3) , 

種皮は微縮してやや聞く，種皮表閣の紋様は Plate 2 , Fig. 3 に見られるように，きわめて大形長方

形の絡子状を呈する。この紋除は本種独特のもので，本種の著しい特徴である。これによって他種との鑑

別は容易におこなわれる。
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防は種子l仮面の中央にあって，やや陥没し， 1']形， J火Jよl色を呈する c 形は前者よりやや小さく不稔粒が

多いために芝山3に鈍;別できる。

種子の子葉内における柵状組織は 2 層であり，気孔は子葉の表裏および匹軸にある

4. E. globulus LABILL. 

英名 Blue Gum，和名 ユーカリノキ，別名 セイタカユーカリ

本邦で最も多く相殺されている樹種で，種子は長径において最大 3.1 m削，最小 1. 1m刑，平均 2.29

士 0.399 mm ， 短径では最大 2.3 刑制，最小1. 1 問問，平均は1. 71 士 0.266 mm で，形状比は 74.67 で

ある。 1 ， 000 粒当り重量 1.9954g である。

種子は豊満なる筒l'1]診を忌し，暗黒色で光沢を有しない (Plate 1 , Fig. 4) ，不稔粒は1切診ないし紙

状で，光沢のある赤筋色を呈し，不稔粒と ~l[lE種子との品別は容易である (Plate 1 , Fig. 4)。種皮は

やや周く徽縮せず，種度表面の紋様は Plate 2 , Fig. 4 のとおりである。

騎は，腹部中央にあってやや陥没し， 1:rJ)t; ìこして淡い氏鳩色を呈して光沢を有しない。本種は豊満にし

て種皮に鍛縮なきため ， E. viminalis と容易に鑑別でき，前者の E. go削ρhocephala とは墜満な色れ

により，また不稔粒の含量少なく，色沢異なるため容易に鍬別ができる。

種子の子葉内における情状組織は 2 層であり，気孔は子主主の表裏および伍軸に存在する。

5. E. corynocalyx F. v. M. 

英名 Sugar Gum，和名 サトウユーカリ，別名 サトウプムノキ

中粒種子で，長{ででは最大 3.3 例制，最小1. 5 例制，平均 2.26士 0.467 刑111，短形では1官大1. 9 刑m ，

最小1. 0 例制，平均 1 . il2 士 0.226 刑問で形状Jt 62.83 である。 本種は楕円形， 光れのある褐色を思す

る c 不稔粒は種子にJ目交して著しく小さく，赤縞色ないし l!i~.褐色の喫形状を呈する ο 不稔粒と真E種子と

の識別はブミいさにより待易である (Plate 1 , Fig. 5) 。種皮は平滑にしてノj、滞を有し，種皮表面の紋1裳

は京国い長方形を主tし特徴がある (Plate 2 , Fig. 5) 。

蹄は腹高中央にあって，やや陥没し，形状円満なるも肉眼では小さな点として観察され灰色を呈する。

本種は中粒種における唯一の褐色種子であるから他種との鑑別は外観だけからでもきわめて容易であ

る。

種子の子葉内における柵状組織は 2 層であり，気孔は子葉の腹部と!!E軸には常に存在するが表面には存

在することが少ないリ

6. E. viminalis LABILL. 

英名 Manna Gum，和名 マンナユーカリ

本種は中粒種に属し，種子の大いさは長径において最大 2.7m111 ， 最小1. 5 削111 ， 平均 2.20土 0.257

抑制，短径では最大 1.7 mm ， 最小 0.8mm ， 平均1. 30土 0.190 111111 で，形状比は 59.09 であるっし 000

粒当り種子の重量は 0.8468g である。

種子は濡平楕円形で，真よlよ色を呈する~種皮の表面は敏縮し，背固にわずかに一条の隆起が縦走する υ

不稔粒は模形ないし紐状で赤筋色を旦し，きわめて微細である n 不稔粒と真正種子との識別は容易であ

る (Plate 1 , Fig. 6)ο 

|貯は腹面中央にややl貯枕して存し，附 I LJ:J彰をなし，光れなく， f品色をおびた灰色を呈する。極î}文夫Tlliの

紋阪は 4~6 角形の網目状を旦し ， E. resinifera と類似する (Plate 2 , Fig. 6) 。
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種子の子兆;/-)~における柵状組織は 2 阿であり，気孔は子葉の表哀および目玉i/ilhに存在する 1

7. E. coriacea A. CUNN. 

英名 Sieber ， 51'11名 アッパユーカリ

本種は中粒積に属し，種子の大いさは長径では最大 2.5mm ， 最小1. 6 抑制，平均 2.14士 0.214 例制，

!;1l伐では最大1. 7 抑制，最IJ、1. 2 抑制，平均1. 44士 0.156 例附，形状I七 67.29 である。

種 Fは}段f.:R形状を{ft_lL ， ，';U色ないしょ1;\褐色で，やや光沢を有する。不稔粒は銭球形状ないし恨形に近い

形状で，淡縞色ないし~\(l~味がかった褐色を旦し )'t iHを有しない。不絵、粒と真E種子の識別はきわめて困難

である (Plate 1 , Fig. 7) 。

種皮は革質にして固く，種子表面の紋様は Plate 2 , Fig.7 に見られるように，長方形状の紋様を呈す

る。この紋総は本種の特徴である υ 本種は形状，色i) (，紋旅によって容!)Jに{山種と鑑別することができる。

腕は Plat巴 1 ， Fig. 7 に見られるごとく， 1.阪国の巾:Í%く突出した部分にあり淡褐色を呈する。

種子の子誕IJ~における HIU':伏組織は 2 闘であるけ気孔は子誕の炎哀および目玉判に存在する l

8. E. punctata DC. 

英名 Leather Jacket, Hickory Gum，和名 カタギユーカリ

本種子は小粒種子に以し，長径において最大 2.8m附，最小1. 0 抑制，平均1. 62士 0.256 刑制，短f査で

はJ詰大1. 8 刑制，最小 0.6 mm ， 平均1. 07土 0.227 抑制で形状比は 66.05 である

種子は移句彰ないし7出求状て、あって， f暗黒色を呈し， 種皮は:f1l.造な感じを与えて光れを有しない (Plate

1 , Fig. 8)" 4:種は多景の不稔粒を含有する J 不捻粒は1却診で長さの変呉が大きく， よ県掲色ないし赤禍

色を呈する υ

不稔粒と真正種子との識別は国史:liであるが，真正種子ではやや豊満なるため，経験をつめば色沢，形状

を総合して滞日目することができる】

防は，枚」形状種子では種芋下端に，絞I占状種子では阪国中~にあり，やや陥没して存在し，点状に観察

されるい色れは灰色でたれを有しない U

種子表面の紋様は Plate 2 , Fig. 8 に見られるように不規則な四角形の網 ff状を呈する。

積子の子誕|村における川状来日品協は 2 g!=lである 気孔は F<艇の衣ーiíù とfJP1í111にあり，英国にはほとんど児ら

れない。

9. E. cillereαF. v. M. 

英名 Argyll Apple ，手口名 ノ、イイロユーカリ

小粒種て‘種子の大いさは，長伐において最大 2.1 mm ， 最小 1.2mm ， 平均1. 61 士 0.159111m ， 短径に

おいては最大1. 4 例制，最IJ、 0.9 問問，平均1. 20士 0.152 m肌形状比 74.54 である。

本種は周平なる楕円形で真黒色を呈する n 不稔粒は 1">足形ないし紐状にして赤褐色ないし附褐色を呈し，

真正種子に比較して細短なため，形状，色沢の点から容易に識別することができる (Plat巴 1 ， Fig.9)0 

種皮は表面記lIi縮し，種子表面の紋様は四角形の網目状を呈し E. tereticorη is に著しく類似するがやや

小さい (Plat巴 2 ， Fig.9) 。

腕は肉眼では腹面に陥没した点状のものとして観察される。全形は円形ないし楕円形で灰褐色を呈するご

種子の子奨内における柵状組織は 1 層である c 子奨内の気子Lは表面にはほとんどなく裏面にあるつ ま

た，)fE軸には存在する。
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10. E. resinifera SMITH 

英名 Red Mahogany，末日名 ユテンユーカリ

小粒種子で種子の大いさは長径において，最大 2.0 抑制，最イ、 1. 0 mm ， 平均1. 50土 0.206 問問，短径

では最大1. 4 削m ， 最小 0.6mm ， 平均 0.91 土 0.163 削m ， 種子の形状比は 60.61 であるコ1， 000 粒当り

種子重量は 0.3792g である 3

本種子は，拠形ないし故球状であり陪褐色を呈する u 本種は多量の不稔粒を含む。不稔粒は帝国長あるい

は組短な奴Mで赤褐色を呈し，真E種子とは豊満J支，形状により識別することができる (Plate 1 , Fig. 

10)0 

隣は1菊1'1種子では種子の下端に，裁T求状種子では臨問中央に陥没して存する。肉眼では飢察が困難であ

るが，ルーペをJlJ うれば点状に観察される。

種皮は平滑であるがわずかに敏縮し種皮表目立の紋後は閉角形ないし五角形の制 I~I状を呈し ， E. vi・

悦inalis と ~l似する。

種子の子葉内における制I~状組織は 1 層である 1 気孔は子紫の裏面と匪軸に存在し子葉の表面にはほ主ん

ど見られない

種子は E. rob山ta に煩似するがやや大きいためにP日目できる，~

ll. E. robusta SMITH 

英名 Swamp Mahogany，和名 テリパユーカリ

種子は小粒にJd~する η 大いさは，長径において最大 2.0 抑制，最ノト1. 0 例制，司乙j勾1. 47土 0.192 mm , 

短径においては最大1.4 捌m ， 最小 0.5 m刑，平均 0.86士 0.151 仰幻， 種子の形状比は 58.50 である

1 ， 000 粒当り種子重量は 0.3340g である u

本種はj'!;gJ診で1l;，r，'N昔色を呈し，光沢を有しない。不稔粒をきわめて多量に含む~不F創立は限型で赤褐色を

呈し光沢がある (Plat巴 1 ， Fig. ll) 。 不稔粒と真正種子との区別は困難であるが，色れや豊満度によ

り区別することができる。

種皮は平滑で樹皮表面の紋様は Plat巴 2 ， Fig. 11 に見るとおりである。

種子の子葉113における 1情状組織は l 層である。気孔は子撲の表裏およびIIE車111に存{Eするの

本種は E. 問sinifera にj践するが，これよりややノトさく，不稔粒は E. resiηife刊のような長い統

状のものを有しないために鑑別することができる。

12. E. tereticornis SMITH 

英名 Grey Gum , Forest Red Gum，和名 モリユーカリ

小松種子に属し，大いさは長径において最大1.85 制御，最!I 、 1.05 mm ， 平均1. 40士 0.192 削 n~ ， tIT径

においては最大1. 5 抑制，最小 0.7 制御，平均1. 10士 0.173 例制である。種子の形状叱は 78.57 である。

1 ， 000 粒当り種子重量は 0.3932g である。

種皮は開1'1ないし裁球状で真N~~色ないし黒褐色を呈する。 不fïfr--:粒を多量に含む。 不稔粒は1却肢で赤褐

色ないし陪褐色を呈する、不粉、松と真主種子との区別は色沢によって容易に鑑識が可能である (Plate 1 , 

Fig. 12) 。

l洲士， 1契形種子にあっては種子ド端に，設球形種子にあっては腹国中央にある。肉眼では観察が困難で

あるが，ルーペを用うれば点状に観察される。
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種皮剥一日の紋悦は五ßj形ないしプ:角形の制 I1 ~[犬を51する

本種は E. salig仰に:jJj似しているが，やや大きし また不捻粒もやや粗大な感があるために銃，<別は

容易である。

種子の子葉内における柵状組織は 2 聞であるの気孔は子主主の表裏および匹刺lに存tEするに

13. E. rostrata SCHLECIIT 

英名 Red Gum. 示11名 シダレユーカリ

小粒種子に属し，種子の大いさは長径におし、て最大1. 8 削m. 最小1. 0 抑制，平均1.31 ::1: 0.127 抑制で

ある。短径においては最大1. 4 抑制，最小 0.7 削 JH，平均1. 00士 0.148 刑制で，種子の形状比 76.80 で

ある。 1 ， 000 粒河り種子の重量は 0.2810g であるい

ヱト;種は!J、粒種中， ji立白色を呈する唯一の種子で l叩r;である 不稔1遣を多量に含むi 不稔粒はj;!::%で赤茶

色を呈するため，真lE種子と不稔粒との識別は容易である (Plat巴 1. Fig. 13) 。

種皮表面の紋慌はやや大形の不規則な四角状の紋僚を呈する。

本種は外跳ねには黄白色を呈する Ilj主ーの種子であるから{也種との~'~Ii別は容易である。

また.:+:種子の子13j内における lil~;伏組織は 11日である 気孔は子誕の表裏およびITfllîllll人j に存在する。

14. E. saligna SMlTII 

英名 Sydney Blue Gum , Flooded Gum , Grey Gum of Queensland , 和名ホソバユーカリ

ヱf種は最も微細なる種子で，大いさは長径が最大1. 7 抑制，最小 0.8 抑制，平均1. 30士 0.183 刑制，短

径では最大1. 4 制御，最小 0.6mm. 平均では 0.91 土 0.186 例制で種子の形状比は 70.00 である

:+:種は中切砂伏で;~~~色を足する種子である。不除粒も 1見型で赤椀色を呈する (Plate 1. Fig. 14) 、

不捻粒と真疋種子との区別は色。〈によって容易に行われる。1. 000 粒当り種ヂ重量は 0.3150g であるむ

種皮表面は倣縮し，淡町の紋係は長方形の不規則な絡子状を呈する。

種子の子球IJqの御状組側は 1 )çf'lである気孔は子主主ーの表面にはほとんど見られず衷聞と目玉 '1111rに存在する

W 考察

種子の形状や外行1Iあるいは内 i'ill形態学的形質を種の特性として取り扱うことはj.ïJ知の事実である 3 ま

た，種子の色れが固定的な遺伝i'1'J特徴であることは KURDIANI (1908) によって明らかにされている、ユ

ーカリ積子の場fT も ïJILì-ttの713llE午(ilJ4'f併は積の性質と考えて差し支えあるまいと思う J また，不稔粒の多

少，大きさ，色，V:~ も種により特性があり，種の :;ft別の資料となしうるコこれらの不稔粒はすでに J. W. 

AUDUS によって発育不完全(未登熟〉種子 (abortive seeds) と命名されており， また， 飯塚氏は

rob山ta を観察した結果，無匪種子であることを確かめ果実中に多数あって真正種子の保護の役目をな

すのであろうと述べている。かような無匹種子が特に小粒種子において多量に含まれていることはユーカ

リ属種子の特長であり， AUDUS および飯塚氏の観察と一致しているコなにゆえに，このような不稔粒が

多く生ずるかとし、う点は今後に残された奥野ミある問題である。

ユーカリ属種子の観察の結果，筆者らは無Ilf乳種子であることを知ったっ飯塚氏 (1933) は robusta の

種子で匹および匝乳を観察して，有匹乳種子であると報告しているい飯塚氏の観察した匹および匠乳は，

筆者らの飢察した医軸および子1廷に相当する すなわち筆者らがみた駐車出は幼芽と幻j根を有し，内部は表

皮原，初]生皮層，中心柱から成り，気孔を観察し，根および茎の成長点を認めた。さらに筆者らの観察し
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た子奨は，表皮原， n文京佐符東， *llfr状組織， 'ifJ}柿状組制および気孔を沼めた〔これらは猪野氏 (1954) が述

べた子奨の椛造と一致するもので，飯塚氏の称する!lf乳とは異なっている。

また種皮に援する tflS分において， 11，円の萎縮した外(1Jf)乳 (Perisperm) の残絡を観察した。これは

他の無医乳種子においてもよく観察される、また分類学的には Myrfaceae の大郎分が無医乳種子である

こと jJ，女官らhてし、る。

ユーカリ腐の種子が一段無匝乳種子(マメ科，十字花科，ウリ科等)に比べて巨大な医軌を有すること

は， またユーカリ I，~種子の特色で， 種子横断面における比が E. globulus および E. robusta におい

て，それぞれ 23.09 および 23.16 であることからも容易に舷察される。

ユーカリ ktl種子の子誕の形状，種子内における配列のm介 1"1: ，発7Jュの隊式等については先述したとおり

であるの一般，lnliD壬乳種子とユーカリ種子のや11違をこれらの)UJ'[につし、て比較すれば次のようである。すな

わち，ユーカリの子葉は仙の照ITf平L種子の子葉のように合掌J0および如何:形をなしていない、その結果，

発"!rのさいに，子誕の完全展開には複利i な!lßl序を通らなけ』ればならないのまた発~~:の種子根の発生は，こ

の同の4寺住のーって、ある。

本属種子がユーカリ泊を含むこと (i j，'，î知のとおりであるが，数種の位j奨はユーカリ泊製造の原料にHJい

られている これらの主成分は Cineo1 (C1oH1 ，O)，町ーpinen (C1o I-h ,), Camphen (C1 ，H心， Terpineol 

(Clol-L 80), Sesquiterpene (C1 5I-b) 等であるといわれているが， ユーカリ泊の顕微化学的反応では種

間における著しい差異を見いだしれjなかったけしかし，泊滴の大きさや]細胞内に存する泊滴の数は種に

よって多少異なること日íjjj;:のとおりである ρ 大粒種子と小粒種子のHiJの削除I1刈係は考えられない口

以上裂するに， ユ一カリ lù同}工込"種子は共j通透の4特寺叶f枠問性雪全1を有すると同H

B別』すす』ること泊が:ででトきる O

V 摘要

1. ユーカリ属種子の議別を目的とし， あわせてユーカリ鴎種子の共通の特性を知るために， 外tm形

態，内部形態，成分および発京の様式について実験をおこなった。

2. この実験にfI)\， 、た種子は次の 14 種である。

学名 平日 名

(1) Eucalyptus citriodoγa HOOK. レモンユーカリ

(2) E. maculata HOOK. カプノ、ダユーカリ

(3) E. gomρ hocephala DC. ヒロフ‘ 3l ユーカリ

(4) E. globulus LABILL. ユーカリノキ

(5) E. coγ'ynocalyx F. v. l\丘. ザートウユーカリ

(6) E. viminalis LABILL. マンナユーカリ

(7) E. coγiacea A. CUNN. アッパユーカリ

(8) E. punctata DC. カタギ、ユーカリ

(9) E. cineγea F. v. M. ハイイロユーカリ

(10) E. resinifera SMITH ユテンユーカリ

凶 E. γobusta SMITH テリゎユーカリ



- 18 ー 林業弐験場研究報告第 103 号

(12) E. tereticornis SMITH モリユーカリ

Q3) E. γοslγ alαSCllLECllT シダ、レユーカリ

(14) E. saligna SMITH ホソバユーカリ

これらの材料を用いて得た実験結果は次のとおりである

3. 実粒種子および混入している不稔位の外形，色，種子表面の彫刻(スンプ法による)，隣の有無，そ

の形等は種によりそれぞれ4割当:を有し，種のRZ別に資することができる (Table 1~2 ， Plate 1 ~ 2)σ 

4. 種子の大いさは種により異なり次の 31洋に IJj別できる (Table 2)ο 

(1) 大粒群 (E. cilriodora , E. maculata) 

(2) r[:I:j[!t.1n (E. gomphocephala , E. globulus , E. corynocalyx , E. viminalis , E. coγiacea) 

(3) ノj、粒1Ff (E. ρunctata ， E. cineγea ， E. resinifera , E. robusta , E. tereticornis , E. γostrata ， 

E. saligna) 

5. 種子の重量は大粒種子ほど章く，小粒種子ほど軽い。種により著しく重さを異にし種の特性をなす

(Table 3) 。

6. rþ粒以下の種子は一般に多掃:の不稔位と不純物を含み純度がきわめて低L 、(一般に 20% 以下〉

(Table 3}0 

7. ユーカリ属種子は紙日王手L種子で， llrは大きな ll.fílîrtl と 2 枚の子奨を有する 1

8. 2 枚の子襲は7佐信ゴl守口約、で llfililh のf-:x~iå付近からた右に{tjlび，それぞれ途rl' にくびれがあり，規則前F

ある市合配列をなし任市IhをJ[iりカ、こんでいる (Plate 3 ~ 17 ) 

9. U主~i[1tは巨大であり， 卜'.-1卜ド、J勺勾午，[下:[，1ド[， 1附l

10. 子嘆には各種とも，肺伏和l机，ガUVlij状利純，縦'ì?東，気孔等の分イヒが見られる (Plate 18) 

11. 子援の柳J状組織の附(主 1 I'i":のものと 2 阿のものがあり種により異なる (Table 5) っ

12. 子葉の柵状柔細胞と ìfIJ約状柔ポIG胞の大いさは種により異なる (Table 6) 。

13. llHrll と子誕の犬いさは種により異なる (Table 7) 

14. 気孔はllfil柏と子:!Jî~の裏側(ìfri杭:伏:*'1.$抜の jf!りには普通l刊に存在するが， 子奨の表jHlJ 011fr状組織の

仰のには，~'に存在する種と，ほとんど見られない種とがある (Table 4) ぃ

15. ユーカリ属の種子は子誕の配列が筏ílrrであるために，きわめて特徴のある発炉形式をとるの

16. 発'!Hr'I:1:~の-了誕や日1j_;'!Î[hの大L 、さ，)f;，色は種によって異なり積áW';別の資料となる (Table 11 , 12) 、

17. 以と要するに，ユーカ 1) hrt種子は各種を通じての犬きなー11，通の特附を有するとともに，他方，種に

よりそれぞれ異なった特徴を有するので，それらの特併を綜合して種の日正別をなすことができる。
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図版の説明

(Explanation of plates) 

Plate 1 ユーカリ属種子の外店15形態

Outer form of Eucalyptus seeds. 

J 卜ー段 Upper: 種子の背商 Th巴 back of seeds. 
Fig. 1 E. citγωdora t ド段 Lower: 種の阪国 The abdomen of seeds. 

Fig.2 E. mωJ仰 iijE 33:日開陸fPJ;:出l:ておs
Fig. 3 E. gomρhοceρhala (1;:司 1: ditto) Fig. 4 E. globulus (/i司1:: ditto) 

Fig. 5 E. corynocalyx C/roJ'. c1itto) Fig. 6 E. vi削inalis (同上 ditto)

Fig. 7 E. coriacea (f，cd 上c1itto) Fig. 8 E. punctata (同 1: clitto) 

Fig. 9 E. cinerea (同上 clitto) Fig. 10 E. resinifera (同 r. clitto) 

Fig. 11 E. robusta (同 r. ditto) Fig. 12 E. tereticornis (向上 ditto)

Fig. 13 E. rostrata (同上 clitto) Fig. 14 E. saligna (向上 clitto)

Plate 2 スンプ法によるユーカリ種皮の顕微鏡写真

Micro-photographs of Eucalyptus seed coacl by Sump Methocl 

(Suzuki Universal Press Methocl). 

Fig. 1 E. cilriodoγG Fig. 2 E. 例。culala

Fig. ::: E. go捌Phocej; hala Fig. 4 E. globulus 

Fig. 5 E. coγyηocalyx Fig. 6 E. viminalis 

Fig. 7 E. coγiacea Fig. 8 E. punclata 

Fig. 9 E. cineγea Fig. 10 E. γesinifera 

Fig. 11 E. robusta Fig. 12 E. te γeticoγ叫 is

Fig. 13 E. γostγatα Fig. 14 E. saligna 

Plate 3 E. citriodo何種子の横断)lii

Cross section of E. citγiodora seecl. 

Fig. 1 下部の断面 A section at the lower part. 

Fig. 2 臨車111下-tJB より 1/4 の部分の断面 A section at the 1/4 part from the lower top of 

hypocoty1. 

Fig. 3 中央:1115 の断面 A section at the midclle part. 

Fig. 4 H壬ïlilnのド端から 3/4 の，'(15分のl哲Tffii A section at the 3/4 part from lower top of 

hypocoty1. 

Fig. 5 最上端の断面 A section a t the upper part. 

Plate 4, E. 例。culata 種子の横断面

Cross section of E. maculata seecl. 

Fig. 1 45μFig. 2 800 ", Fig. 3 1000μFig. 4 1150μFig. 5 1450μ 

Fig. 6 1900μFig. 7 2050μFig. 8 2600μFig. 9 3000μFig. 10 3.J 00μ 

Fig. 11 3600μFig. 12 3900μFig. 13 4000μFig. 14 4150μFig. 15 4200μ 

(おのおのの値は岡下端から横断面までの醐を示すo
Each value shows the clistance to the cross section from the lower top hypocoty1. 
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Plate 5 E. go別ρ hucephala 種子のj決断lúi

Cross section of a E. go刑jう hocephala seed. 

Fig. 1 250μFig. 2 400μFig. 3 500μFig. 4 750μ 

Fig. 5 1100μFig. 6 1600μFig. 7 1800 ," Fig. 8 1900μ 

Fig. 9 2100μ Fig. 10 2150μ Fig. 11 2200μ (同上 ditto)

Plate 6 E. globulus 種子の1J1't t町田

Cross section of a E. globulus seed. 

Fig. 1 900μFig. 2 2100μFig. 3 25201~ Fig. 4 2850μ 

Fig. 5 3120μFig. 6 33001~ (iiû上 ditto)

Plate 7 E. corynocalyx 種子の抗日iJi%i

Cross section of a E. coγyηocalyx seed. 

Fig. 1 450μFig. 2 1350μFig. 3 1420μFig. 4 1440μ 

Fig. 5 1460μ L同上 ditto)

Plate 8 E. viminalis 種子の横断!日
Cross s巴ction of a E. vi問inalis seed. 

Fig. 1 510μFig. 2 690μFig. 3 800μFig. 4 1100μFig. 5 1200μ 

Fig. 6 1350μ Fig. 7 1500μ Fig. 8 1600μ Fig. 9 1700μ (同上 ditto)

Plate 9 E. coriacea 種子のが1'(1街llii

Cross section of a E. coriacea seed. 

Fig. 1 150μFig. 2 270μFig. 3 390μFig. 4 460μ 

Fig. 5 6001" Fig. 6 700μ (同上 ditto)

Plate 10 E. þunctata 種子のが{断面
Cross section of E. 1りunctata seed. 

Fig. 1 100μFig. 2 250μFig. 3 350μFig. 4 500μFig. 5 670μ 

Fig. 6 730μ Fig. 7 770μ Fig. 8 870μ Fig. 9 920μ (向上 ditto)

Plate 11 E. cinerea 種子のがj~断面

Cross section of a E. cinerea seed. 
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Fig. 1 270μFig. 2 350μFig. 3 400μFig. 4 4701~ Fig. 斗 550μ

Fig. 6 700μFig. 7 820μFig. 8 920μFig. 9 1160μFig. 10 1240μ 

Fig. 11 1330μ Fig. 12 1400μ (同上 ditto)

Fig. 1 300μ 

Fig. 5 1200μ 

Fig. 1 150," 

Fig. 6 1100μ 

Fig. 2 

Plate 12 E. resinife叩種子の杭断面

Cross section of a E. res口úfera seed. 

700μ Fig. 3 800 ," Fig. 4 1000 ," 

Fig. 6 1250μ (同上 ditto)

Plate 13 E. robusta 種子の横断面
Cross section of a E. robusta seed. 

Fig. 2 230μ Fig. 3 430 ," Fig.4 7501~ 

Fig. 7 1250μ Fig. 8 1350μ (同上 ditto)

Plate 14 E. tereticornis 種子の横断面
Cross section of a E. teγetico円ús seed. 

Fig. 5 900μ 

Fig. 1 250μ Fig. 2 500μ Fig. 3 650μ Fig. 4 750μ (同上 ditto)
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Plate 15 E. rostrata 種子の杭断固
Cross section of a E. rostrata seed. 

Fig. 1 150μ Fig. 2 250μ Fig. 3 350μ Fig. 4 550μ 

Fig. 5 650μ Fig. 6 8001' Fig. 7 950/" (/j司上 ditto)

Plate 16 E. saligna 種子の杭断面
Cross section of a E. saligna seed. 

Fig. 1 3001' Fig. 2 400μ Fig. 3 550μ Fig. 4 950μ 

Fig. 6 1400μ Fig. 7 1500μ Fig. 8 1600μ (同上 ditto)

Fig. 1 E. gomphocephala 

Fig. 3 E. vi加inalis

Fig. 5 E. punctata 

Fig. 7 E. γesinifeγd 

Fig. 9 E. γostrata 

Fig. 1 E. tnaculata 

Fig. 3 E. globulus 

Fig. 5 E. coriacea 

Fig. 7 E. cinerea 

Fig. 9 E. robusta 

Fig. 11 E. γostγata 

Plate 17 種子の縦断間

Longitudinal section of a seed. 

Fig. 2 E. globulus 

Fig. 4 E. coriacea 

Fig. 6 E. cinerea 

Fig. 8 E. fereticornis 

Fig. 10 E. saligna 

Plate 18 子誕の横断面

Cross section of the cotyledon. 

Fig. 2 E. gomPhoceρhala 

Fig. 4 E. vi例inalis

Fig. 6 E. puηctata 

Fig. 8 E. resinifera 

Fig. 10 E. tereticornis 

Fig. 12 E. saligna 

Plate 19 E. globulus 種子のl凶îrll

Hypocotyl of th巴 E.gγobulus seed. 

Fig. 1 中央部における筏断固 Cross s巴ction at the middle part. 

Fig. 5 1280μ 

Fig.2 種子の下àllの縦断南 Longitudinal section at the lower part of seeds. 

Fig.3 下部の縦断回 Longitudinal section at the lower part. 

Fig.4 上部の縦断面 Longitudinal section at the upper part. 

Fig. 5 rl' 央官líの縦断而 Longitudinal section at the middle part. 

Caly. j只冠形成Nû Calyptrogen Cot. 子誕 Cotylec1on 

E. FI~皮 Enc10dermis G. P. 成長点 Growing point 

Hyp. 目玉軸 Hypocotyl P. 髄 Pith 

Pal. 村Iil状組織 Palisade tissue 

Pe. 1:f;J1t''ir� Pericycle 

Prot. 原表皮 Protoc1erm 

Sp. ìii:iij，'/Ö状組織 Spongy tissue 

v. 議官 Vascular bunc11e 

P.C. 一次皮府 Primary cortex 

Pet.業i作j Petiole 

S. 中心1主 Stele 

St. 気孔 Stomata 
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Characteristics of Eucalyptus Seed 
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1. We have pursured our work for some years in order to find the general charaｭ

cteristics and identification method of Eucalyptus seeds chiefly based upon the out巴r

and inner morphological structur巴 s ， chemical components and germination types. 

2. We have experimented on the se巴ds of the foI1owing 14 species of Eucalyptus: 

( 1) E. citriodora HOOK. (2) E. maculata HOOK. 

( 3) E. g011lphocePhala DC. (4) E. globulus LABILL. 

( 5) E. coγynocalyx F. v. M. (6) E. viminalis LABILL. 

( 7) E. coriacea A. CUNN. (8) E. �unctata DC. 

( 9) E. cineγea F. v. M. (10) E. resinifera SMITIl 

(11) E. robusta SMITIl (12) E. fereticornis SMITH 

(13) E. γost γata SCIlLECHT (u) E. saligna SMITH 

3. The seeds of each species could be c1assified by the form , the color fertile and 

ste 1' il 巴 seeds ， the presenc巴 of hilum and its form , alld the state of the sllrface of the 

seeds when the Sump method (Suzuki Universal Method of Press) was applied (Table 

1, 2. Plate 1 , 2). 

4. The size of the seeds was different by the species , and we classified it into the 

foI1owing three grOl1ps. 

( 1) Large grain group (E. citriodora , E. maculata). 

(2) Middle grain grol1p (E. gomphocePhala , E. globulus , E. corynocalyx , E. 

vi11l inalis , E. coriacea�. 

(3) Small g1'ain grOl1p (E. ρunctata ， E. cinerea , E. resinijera , E. robusta , E. 

terticornis , E. γostγata ， E. saligna). 

5. The larger the se巴ds ， the heavier the weight and the weight was very diffe1'ent 

by the species. This characteristic is serviceable fo1' the identification of seeds. 

6. Many st巴rile seeds and admixtur巴 s were found in the middle and the small 

g1'ain g1'oup , and so th巴 percentage of the normal seeds were very low (generally less 

than 20%) (Table 3). 

7. The seeds of El1calyptus were exalbuminous seeds , and the 巴mbryo had a large 

hypocotyl and two cotyledons. 

8. The two cotyledons were not symmetry , and they grew up to be bilaterally 

from the point near to the top of the hypocotyl , and each cotyledon had a constriction, 

and they surrounded the hypocotyl to overlap one another (Plate 3 - 17 ). 

9. The hypocotyle was gigantic and had a growing point at the inside of the top 

of the upper and th巴 lower parts , and the stomata were distributed over all the parts 

(Table 4, Plate 19). 

10. The palisade tissue , spongy tissue , vascular bundle and stoma in the tissue of 

the cotyledon in aI1 th巴 species were differenciated with one another (Plate 13). 

11. The number of the layer of th巴 paIisade tissue was different owing to the 
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species-some speci巴s had one layer and other had two 1ayers (Tab1e 5). 

12. Th巴 size of the palisad巴 and the spongy parenchyma was different by the 

日pecies (Tabl巴 6).

13. The size of the hypocotyl and the cotyledon was different by the species 

(Table 7). 

14. The stomata in the hypocotyl and the cotyledon were generally distributed to 

the spongy tissue side (the back) , but some species to the palisade tissue side (the 

surface) (Table 4). 

15. AII the seeds of Eucalyptus were oil seeds and the spherical oil drops were 

contained not only in the cotyledon but also in the hypocotyl. The size and the mass 

of oil drops were different by the species (Tabl巴 8 ， 9, 10). 

16. The size , form and color of the cotyledon and the hypocotyl just after germiｭ

nation were different by species (Table 11, 12). 
17. The seeds of each species of Eucalyptus had common characteristics, but 

the each species had peculiar characteristics, and by this reason we could identify the 

individual seed quite satisfactorily. 
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